
　
去
る
一
月
二
十
五
日
に
、
東

濃
西
部
三
市
一
町
合
併
の
是
非

を
問
う
住
民
意
向
調
査
が
投
票

方
式
で
実
施
さ
れ
、
本
市
で
は

投
票
率
が
　
・
　
％
と
多
く
の

皆
様
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
結
果
は
、
「
賛
成
」
九，

三
一
五
票
、
「
反
対
」
一
八，

六
一
九
票
、
「
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
二，
三
四
六
票
で
し

た
。 

　
一
昨
年
七
月
に
法
定
合
併
協 

議
会
を
設
立
以
来
一
年
半
に
わ 

た
り
ま
し
て
、
議
会
代
表
を
含 

む
住
民
側
八
割
、
行
政
側
二
割 

と
い
う
、
住
民
主
体
の
委
員
構 

成
で
慎
重
に
協
議
を
重
ね
、
住 

民
説
明
会
も
回
を
重
ね
て
実
施 

す
る
と
と
も
に
、
説
明
会
場
で 

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
や
ご 

提
言
を
協
議
会
に
持
ち
帰
り
、 

十
分
審
議
を
重
ね
て
計
画
に
盛 

り
込
む
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま 

し
た
。
そ
の
内
容
は
、
合
併
協 

議
会
だ
よ
り
や
、
「
広
報
と
き
」

の
合
併
特
集
号
な
ど
で
、
お
知 

ら
せ
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。 

　
一
方
、
社
会
情
勢
は
歴
史
的 

と
も
思
わ
れ
る
大
変
革
期
を
迎 

え
て
お
り
ま
し
て
、
今
ま
で
経 

験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
速 

さ
で
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
第
一
は
少
子
・
高
齢
社 

会
の
到
来
で
あ
り
ま
す
。 

　
三
年
前
に
は
、
市
内
の
百
歳

以
上
の
長
寿
者
は
四
人
で
あ
り

ま
し
た
が
、
今
で
は
二
十
人
近

く
お
ら
れ
ま
す
反
面
、
街
角
で

子
ど
も
の
姿
を
見
る
こ
と
が
少

な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

皆
様
も
既
に
お
気
付
き
の
通
り

で
あ
り
ま
し
て
、
間
も
な
く
日

本
は
人
口
減
少
時
代
が
始
ま
り

ま
す
。 

　
現
在
、
日
本
の
人
口
は
一
億 

二
千
七
百
万
人
で
あ
り
ま
す
が
、 

五
十
年
後
に
一
億
人
、
百
年
後 

に
は
六
千
七
百
万
人
近
く
ま
で 

減
少
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、
社
会
の
活
力

を
ど
う
維
持
す
べ
き
か
と
い
う

重
大
な
局
面
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。 

　
ま
た
、
経
済
社
会
で
は
地
球 

規
模
の
単
一
市
場
経
済
と
な
り 

ま
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
で
も
、 

中
国
や
べ
ト
ナ
ム
な
ど
、
か
つ 

て
の
共
産
圏
域
に
自
由
資
本
が 

流
入
し
、
豊
富
で
安
価
な
原
材 

料
と
労
働
力
に
よ
り
、
極
め
て 

安
価
な
製
品
が
日
本
に
大
量
輸 

入
さ
れ
、
国
内
の
伝
統
産
業
に 

深
刻
な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま 

す
。 

　
地
場
の
美
濃
焼
産
業
も
、
そ

の
例
外
で
な
い
こ
と
は
皆
様
も

ご
承
知
の
通
り
で
す
。 

　
さ
ら
に
、
自
家
用
車
の
驚
異

的
普
及
に
よ
る
交
通
革
命
や
、

情
報
通
信
の
飛
躍
的
発
展
に
よ

り
、
市
民
生
活
は
質
的
に
変
化

し
、
日
常
生
活
圏
も
拡
大
し
て
、

自
転
車
時
代
の
昭
和
の
合
併
時

代
と
は
社
会
環
境
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。 

　
な
お
、
前
述
の
経
済
社
会
の 

変
革
は
厳
し
い
不
況
を
招
き
、 

国
と
地
方
の
財
政
も
危
機
的
状 

況
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
難
局
を
打
破
し
、 

行
財
政
の
健
全
性
を
取
り
戻
し
、

財
政
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
に

合
併
は
重
要
な
選
択
肢
で
あ
る

と
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
行
政
の
あ
り
方
も
、
こ
れ
ま

で
の
中
央
集
権
的
な
も
の
か
ら

地
方
分
権
の
時
代
を
迎
え
、
中

央
（
国
）
の
指
図
を
受
け
る
の

で
な
く
、
地
方
が
自
ら
の
特
質

を
踏
ま
え
、
自
ら
の
判
断
で
独

自
の
政
策
を
立
案
・
実
行
し
、

そ
の
結
果
に
責
任
を
持
つ
と
い

う
、
責
任
能
力
の
高
い
自
治
体

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
以
上
の
理
念
に
従
い
、
合
併 

促
進
の
方
向
で
努
力
し
て
ま
い 

り
ま
し
た
が
、
『
市
政
の
主
人 

公
で
あ
り
ま
す
市
民
』
の
皆
様 

の
ご
選
択
は
、
投
票
結
果
の
通 

り
で
あ
り
、
こ
れ
を
尊
重
い
た 

し
ま
す
。 

　
土
岐
市
の
場
合
、
資
産
や
公 

共
料
金
に
対
す
る
合
併
後
の
取 

り
扱
い
に
つ
い
て
の
ご
心
配
や
、 

保
健
・
医
療
・
福
祉
や
清
掃
事 

業
関
係
な
ど
に
つ
い
て
一
定
の 

ご
評
価
を
い
た
だ
い
た
結
果
で 

は
な
い
か
と
推
察
い
た
し
て
お 

り
ま
す
。 

　
終
わ
り
に
、
今
回
の
投
票
結 

果
を
厳
粛
に
受
け
止
め
、
従
前 

の
政
策
を
一
層
実
り
多
い
も
の

と
す
る
た
め
に
、
新
し
い
気
持 

ち
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
来
年
は
万
博
、
東
海
環
状
自 

動
車
道
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー 

ル
な
ど
ビ
ッ
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

が
花
開
く
年
で
す
。 

　
明
日
を
信
じ
て
、
お
互
い
に 

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
ろ
う
で
は 

あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
　
（
一
月
二
十
六
日
夜
記
） 
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